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概要 
従来、独立していた、いくつか創造技法､管理技法、会計手法を連結し、知恵を自律的に作り出す統合手法が望まれてきた。本論文は、そ

のニーズに応えるものである。また、創造学会の柳下理事が創造学会のホームページ(2003)で、「わが国でKJ法やNM法に次ぐ創造技法が
生まれていない。21世紀の新創造技法を生み出したい」と述べられているものに応えるものである。 
即ち、どの創造手法も､どの管理手法も、それを使うためには、その手法を使うために必要な材料（インプット）とその入手の手順が必要

である。また、その成果（アウトプット）を合理的かつ効果的に使って最終的にほしい結果を実現するかの手順に、それが連結されているこ

とが必要である。 
本論文は、従来、独立しているようにみえる創造手法､管理手法を、インプット、アウトプットの関係でつなぎ合せ、その統合手法となる

原型となるモデルの一つを示すものである。即ち、本論文は、先に発表した「知識を知恵にかえる方法の基礎理論とウィズダム・エンジン」

{1}と新プロジェクト管理（ＤＴＣＮ／ＤＴＣ）の方法[2]を利用して、「物を作りさえすれば売れる時代」から、「顧客がその商品の広告を見

てほしくなるようなマーケット創出のできる商品とサービスの開発とその改善作業フローとその自律性のあるマネージメントサイクル」（こ

れを QR/WECQDR 手法と呼ぶ：注１）を創り出し、それを利用する時代への転換をするコア－となる基本モデルの例を示し、それを説明
したものである。 
更に、このモデルをコア－モデルとし、必要に応じさらにいくつかの創造技法、管理技法を付け加えたり、必要により省略して、更なるい

くつかの機能統合と統合性のあるビジネスモデルが出現することを願うものである。 
 
注１：QR/WECQDRとは、本論文で提唱する、従来のＴＱＣ手法などを包含するマネージメントコンセプトであり、QR：Quick Response、

W：What、E：Easy to look at  to find,  to compare,  to decide, ・・・、C：Cost＆ Price、Q：Quality、D：Deliver、R：Risk Control 
& Recycle の略語である。 

 
キーワード： 統合技法、創造技法、管理技法、PMD、KJ、QFD、NM、TRIZ、Taguchi、マーケット創出 
Keyword： General Integrating Methodology, Creative method, Management methodology, PMD、KJ、QFD、NM、TRIZ、Taguchi、
Market creation 
 
はじめに 
 どのような創造技法も管理技法も、その手法を使うため、また使った結果の効果を出すためには、材料としてのインプッ

トが必要であり、またそれらの手法を使って、知恵をでやすくするためのツール（情報を整理するソフト、その結果を人の

目の前に見やすく示すハード、それを組み合わせたプラットフォーム）とその結果をどのように、料理し、使って、当初の

目的を実現するために、どのようにすればよいかについての事前と事後の準備と実施処理をする手順を必要とする。 
 
 本論文は、この創造技法と管理技法を統合する手法としての一例を、テーマ：「顧客がその商品の広告を見てほしくなる

ようなマーケット創出のできる商品開発の作業フロー」（これを QR/WECQDR手法と呼ぶ）につき知識を知恵にかえる方
法と新プロジェクト管理（ＤＴＣＮ／ＤＴＣ）の手法を使ってまとめたものである。 
 
 これにより､従来から望まれてきた創造技法とマネージメント（管理）技法を結合、統合、自律化する手法統合の一つの基

本形となるもの（考え方とその手順）がまとまったと思う。 
 
１． 見ると欲しくなる、見せると欲しくなる顧客とのインターフェース画面システム 図表１ 
  このインターフェース画面は、インターネットのWEB画面としても、テレビや新聞、ひいては商品にとりつけられる
ワッペンやシールの基本設計画面の一つである。 
  画面は①②③④⑤の５つの区分に区分され、顧客との効果的で創造的なインターフェースを確保できる 
  ようになっている。 
① の画面： この画面は従来、何か商品を買おうとするとき、何が欲しいかをほぼ決めながらメニューをたどって欲しい商

品にたどりつく顧客との間にすでにテーマないしインデックスの入り口がるインターフェースではなく、目のまえに情報
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が現れ「見ると欲しくなる」「見せるとほしくなる」「見ると気が付く」「見せると気がつく」商品のイメージ画面を、差

の情報による意思決定のメカニズム[2]を応用した情報とともに、商品提供者からポテンシャル顧客に示し、顧客に、顧客
ニーズを気づかせ、感じさせる、供給者と顧客とのインターフェース画面である。（例として、前者は探索メニューの入

ったＷＥＢ画面であり、後者はテレビ画面などによる、こちらから要求しなくても、むこうからやってくるタイプのコマ

ーシャル画面である） 
この画面は②③④の画面に補完されて商品提供者は、その画面提示をすることにより顧客の創出、顧客の満足を創出する

ための自律的な努力をせざるを得ない、理由、原点、きっかけを創出する画面となっている。 
 ここに２つの類似の商品を示しているのは、顧客が商品を購入するときに顧客を「買うか」「買わないか」の２案を比較し

ながら購入意思を決定しようとする場面よりも「どちらの商品を選ぼうかの意思決定の場面」に引き込めるようにする「差

の情報」を示す画面を構成している。 
② の画面： この画面は、その商品の特徴を示す４つのキーワードを示す画面である。即ち、この画面では 

(1) その商品の「目的」を示すために「何をするために」 
  (2)その商品の「効果」を示すために「何ができるか」 
  (3)どういう「場面と手順」を示すために「どういう場面で、どう使うか」 
  (4)「どういう差」で購入の意思決定ができるかを示すために「他と較べてどういう差があるか」をキーとなる文章で示せ
るようにしている。また、この文章のモデルになるキーワード文はデータ-ベースに保管されているものから選んだり、合成
できるようになっている。 
③ の画面：この画面ではその商品がどんな構造，構成で、どんな場所手順で使えるかの詳細を示す。 
④ のフレーム：このフレームをクリックすると 
  (1)商品提供側の方針（通常の方針/価値の方向を示すPMD（Purpose Measure Diagram ：目的手段ダイアグラム）の
表現[2] で示される。 
  (2)お客様の声とフレーム報告に対する対処情報（ここには、お客からのその商品に対して、更によくするためには「どう
したらよいかの知恵」の提案の情報とクレームに対する対処情報）がみえる。 
     しかし、このお客から得られる知恵の情報で他社に先を越される可能性があるものについては提案者の名前のみを示す
にとどめる工夫などもする。 
⑤ の画面：この画面では、その商品を以上の①～④の画面で納得できた商品を購入するときにどうすればよいかの情報が示

されるようになっている。 

 

2. 自律性のある製品/サ-ビス企画創出と改善活動のフローチャート(図表２) 

図表２のフローチャートは、図表１の顧客とのインターフェースを確保し、それにより、それにより新しい創造的で

自律的な企業活動のフサイクルのあるローを示すものである。そして、そのフローチャートは後述の５項で説明する

ように、従来独立するような形で使われてきた面のある創造技法と管理技法を結合し、更にそれらに新しい魂を吹き

込み結合をするフローチャートを構成している 

また図表３は、図表１と図表２の関係を具体化する方針を示すその創造的で自律的な目的と手段の関係を示すＰＭＤ

（目的手段ダイアグラム）（方針を表すもの）となっている。 
 
3. DTC/DTCNトレードワークシート 

図表４には、図表２のブロックNo.７に示すDTC/DTCNトレードワークシートを示すものであり、図表１のインタ
ーフェース画面に示せる商品を商品機能を満たす極端３案以上を創出、比較、評価するための作業書式である。 
この書式の利用要領は文献[1]の99,380,665～674頁で見ることができる。 

 
4. 知識を知恵にかえる机空間 

図表５は、上記の１～３項の作業を進めるために、幾つかの作業画面をコンピューター画面上で比較したり新しい課

題やアイデアを創出、結合できるよう、かつ、机の上を広く使えるような工夫をして使っているプラットフォームシス

テム机である。[1]（この画面には、いくつかのホームページやソフトの画面を同時に開き、かつ重ならないようにも表
示できる。また、このプラットフォーム画面を持つコンピューターは専用のグラフィックボードを差し込んだ通常の

MS-Windowを実装したコンピューターで実現できる） 
多画面のある机の使い方の例は、上の４つの画面（横に連続した画面でも、縦に連続した画面のいずれにでも切り替

えることができる画面）上に図表２のフローチャートを示し、そのそれぞれのブロックの作業および相互の作業を下の

４つの画面で行えるようにできる。（ちなみに、図表２のフローチャートもこの横に連続した画面があって、容易に作る

ことのできたものである。：その詳細な説明は創造学会論文誌No.６記載の「知識を知恵にかえる方法の基礎理論とウイ
ズダムエンジン[1]の図表６でおこなっている） 
また、この机に組み込まれたコンピューターには、通常の市販ソフト（文章ソフト、表計算ソフト、描画ソフト）の

ほかに、ＤＴＣＮ／ＤＴＣ手法に基づく「関係者の価値観合わせのできる価値の知恵を創り出すPMDソフト」、「落ち
のない段階的な手順の知恵を創り出す書式のソフト」、「商品の最適なFBS(Function Breakdown  Structure)の構造と
WBS(Work Breakdown Structure)構造を創り出すことのできるソフト」とDTC/DTCNトレードワークシートの書式
とリンクする、「価格構成表ソフト」も組み込まれているので、それらを統合的に使い従来にない、創造的な知恵が出せ

るようになっている。 



 
5. 創造技法の基本技法である PMD、KJ、QFD、NM、TRIZ、Taguchi、IE、VE/VA、QC手法と企業マネージメント

技法を統合する作業手順フロー 
図表２に示されているブロックNo.を使って、説明すると、次のようになる。 
（1） 創造手法のプロセスにおける位置付け 
  図表２に示す「PMD、KJ、QFD、NM、TRIZ、Taguchi手法を結合し、自立性のある製品／サービス企画創出と改
善活動のフローチャート」をモデルとして、その中に示された番号で説明をして行くと次のような手順になる。 
1. その企業なり官庁組織のミッション・方針をPMD（目的手段ダイアグラム）で現す。 
2. そのＰＭＤにもとづき、商品、サービスのセグメンテーションをKJ法で行う。 
3. このデータは、ホームページ、デジタルカメラなどのよるイメージ情報と言葉によるKJ法カードで、世界中から収集す
る。 
Ｘポイント．ここから、２，３で決まった､セグメント別に、以下の番号が具体化される。 
４. ＫJ法で使ったデータおよびQFDの質問票によるデータをもとにQFD手法により、顧客の声を整理する。 
５. 再び、PMD手法を使って、１、２、３の結果を使って、それぞれのセグメント別の製品・サービスについてのそれぞ
れについての方針を、目で見える形のPMDで、「何をするため、どのようにして」の価値の知恵を創り出す。 
６. ５.の成果をもとに、再びQFDを使って他社との差をつけるための企画品質を明確にする。 
７. ６.で出された企画品質をもとに、DTCN/DTCトレード／ワークシート上でPMDにより把握したKeyword（形容詞、
副詞つき基本機能表現）とワークシート上のアイデア・マトリックスをもとに、極端比較３案またはそれ以上を、事前・デ

ザインレビュー・アクティビティーの活動の中で創出し、その三角形の中に最適比較案を求める。 
 このときに必要に応じてKeywordをもとにNM法やTRIZのデータを使って最適比較案を創出する。 
 この場合、TRIZの方法を使うということは、「知識を知恵にかえる方法」[2]から見ると、「ウオンツ、ニーズ、シーズ」の
関係を示す「価値の知恵を示すPMDとそのKeyword」を手がかりにして、過去の特許などの知識（因果関係、ものの構造・
構成の知識）を統合マトリックス型に整理した TRIZ の地図から、アイデアを引き出すということになる。（図表６にその間
の関係を示す目的と手段のダイヤグラムを示す） 
 ここで、ＮＭ法とＴＲＩＺの方法の関係の認識を解説しておくと次のようになる。 
即ち、ＮＭ法はキーワードをキーに、体験として脳の奥深くしまわれているイメージ・データとそれから引き出されるほしい

アイデアを引き出す方法であり、ＴＲＩＺは、キーワードをキーに、それも相反する要求の同時成立をさせるために、見える

特許情報のデータをコンピュータなどの助けを借りて、ほしいアイデアを引き出す方法であると認識できる。 
そして、ＤＴＣＮ／ＤＴＣ手法のＰＭＤ手法はそのキーワード（英語で言う場合は、キーエクスプレッション）を引き出す方

法であると言える。 
 更にここで、選択案の評価基準を考えてみると、品質最適化、頑健性（ロバストネス）確保のための田口メッソドから見る

と、ここで創出できた案の評価、選択の段階では、当初から、田口メソッドを使わなくてもロバストネスの性格を確保できる

案を評価、選択をするのが第一であり、もし田口メソッドを利用しなければならない案を選択する場合においては、その案の

最適化のために田口メソッドが効果的につかえる選択案ということが、大きな評価要素になる。 
８．は比較案の見積コストの内容を比較するための手段となる価格構成表を使うことを示す。 

 
11．以降においては従来のＩＥ手法、ＱＣ手法等による製品ごとの工程手順、使用するツール、コスト､品質確保 
の手順、スケジュール割付、及びその現場における改善手法を使う。 
また、対象作業の結果ともとの価格構成表を比較して、必要なところにはＶＥ／ＶＡ手法を使っての、ものの機能、工

程の機能から見直しの改善をする。（ここでＶＥ／ＶＡ手法を使う理由は、ＶＥ／ＶＡ手法における基本機能の把握は、Ｄ

ＴＣＮ／ＤＴＣ手法やＱＦＤ手法のように、基本機能表現に形容詞、副詞をつけないところにあり、「それは何か？」「そ

の機能は何か？」の質問から始まる手法で、出来上がったもの、図面にして見えるようになったものを、もう一度、形容

詞も副詞もつけない基本機能表現の原点に戻って見直すところに特化された優れた手法であるからである） 
 

(2) 全プロセスの中における改善のできる品質管理手法の適用 
図表７に示すようなステップリスト[1]（６８～８２頁）の基本となっている四つの枠組みの考え方を使って、品質確保の作業
要素を手順の中に品質管理要素の改善ができるように、品質管理活動を落ちなく割り付け、具体化する。（この図は、品質管理

における、QA、検査、QC，QI の関係を的確に示すものである） 
 

(3) 管理会計手法との対応 
管理会計手法における仕訳区分（貸方・借方）をステップリストのインプット。アウトプットを対応させてみると図表８のよう

になる。この表現の詳細説明は、同時発表の河合龍憲の「事務系と技術系が一緒になって知恵を創りだす管理会計の一方法」[3]
の内容を参照されたい。 
 
(4) 効果のある促進管理手法の適用 
企業や官庁に置いての的確な工程の促進管理は仕入れより資金回収までの期間を短縮するのと工数逓減に役立ち資本回転率

を高める。即ち、 
① 工程の機能から見直しの改善をする。 



② クリティカルパス、長い工程のもの、情報は、必要とする時期に少しでも遅れないように、「現在と数日後の予定担当者の

実名を掲示板に誰にも見えるように掲示、調整する促進管理の方法」[1]（５１４～５１９ページ）を使うと、的確で効果的な促
進管理ができるようになる。 
 
６．まとめ 
以上により、創造技法の基本手法であるPMD、KJ、QFD、NM、TRIZ、Taguchi、IE, VE/VA, QC, 効果的のある促進
管理手法等を結合し統合するフローチャートが、手順として顕在化することができた。またこのフローにより自律性のある商品

サービス、マーケットの創出、改善のできる企業内のメカニズムの確立できた。 
ということは、本論文により、従来独立していた、主要ないくつか創造技法､管理技法をそれらの特徴を生かし、結合し統合

する手法の基本となるフローチャートの原型ができたことになる。 

そして、このフローチャートを基本に、ここに示された手法の間に、従来からあるいろいろな創造技法､管理技法を、必要に

応じて、インプット､アウトプットの関係で、埋め込み結合することができるようになる。 

 

 また、ここでの主要基幹手法となっている手法のプロジェクトの上流から下流へ向かって構築して行く創造技法のPMD、
KJ法、QFD、DTCN/DTC、NM法、TAGUCHIの手法のオリジナルは全部日本人が創ったものであり、ベストプラクテ
ィスを中心にそれらと現在やっていることの差を認識して下流から上流へ改善をして行く、TRIZ、VE/VA、IE、QC 手法
は、外国人の考案した創造もしくは管理手法であり、感慨深いものを感じる。 
 更に､この統合手法に対し少し遅れて、朝日大学の経営学研究科で開発中である「知恵を創りだす管理会計の方法」を結合

すれば、従来、どちらかというと間接費の中でやってきた創造技法を使って最適化案を創り出し、評価選択をする段階作業

にも的確な会計予算を割り付け、予算の裏づけのある効果のある価値を創り出す創造作業ができるようになるので、更に確

実で、効果的で、自律的な手法結合の実施システムフローが完成する。 
また、このフローチャートにより従来の TQCより新しいマネージメントコンセプトである、「何を」のＷ（What）が入
ったQR/WECQDR手法を具体化できるので、QC手法等とと重ね合わせ補完しあいながら、更に発展の期待できる創造的
な統合管理の場面が、日本発で、開ける。 

 
（補足注）本論文で使っている統合手法の意味は、新編創造力事典[4]で使っている発散手法と収斂手法が組み合わさって
いる手法を統合手法と名づけているが、本論文では創造技法、管理技法を手法結合したものをそのように呼んでいる。 
参考文献 
[1]  江崎通彦：知識を知恵にかえる方法の基礎理論とウイズダム・エンジン、日本創造学会論文集、2002 
[2]  江崎通彦、「新プロジェクト管理の方法（DTCN/DTC手法）」、アスキー出版、1997 
[3]  河合龍憲「事務系と技術系が一緒になって知恵を創りだす管理会計の一方法」、第一回知識創造支援システム・シンポ
ジウム、2004 
[4] 高橋誠編、「新編 創造力事典」、日科技連、2002 
 

１．何をするために　　　　　　　（目的）

２．何ができるか　　　　　　　　（効果）

３．どういう場面で、どう使うか（場面、手順）

４．他と較べてどういう差があるか（差）

何（構成）
どんな材料
どんな構成
どんな仕立て
どんな種類・サイズ

寒い０° 以下
内側に温パック
内側にｳｵｰｸﾏﾝが入る
内側に携帯が入る
水洗いができます

場所・手順・条件
C

３５００円
市価 円5500

３６００円
市価6000円

★内側に何でも入るドラエモン型
　オーバーコート

・ほしいときの検討
・購入前の質問の例
・購入手順

・10日以内は返品OK

見るとほしくなるビデオはここをクリックしてください

商品を拡大してみたいときは、商品をクリックしてください、
大きな写真、部分写真もダウンロードできます

客が見るとほしくなる画面、場面（新聞、テレビ、インターネット、 の展示 説明タグなどのすべて）
顧客、商店、卸売業者、メーカーとの接点
・・・このページのために商品企画と製造の、サービスのすべての活動がある

展示場 、

顧客を、その商品を使うシー

ンに引っ張りこむため、必要

に応じて動画を使う

顧客に絞り込んだ 案を示2
し、どちらを買おうかと思わ

せる場面に引き込む

これをクリックすると、もっと

ビット数の大きい画面が出ま

す。

そしてプリントもできます。

また、この方法とメカニズムが自

律的に働き、自社の製品／サー

ビスを、顧客の協力を得て、ワー

ルドクラス １にするNo.

この顧客との接点となるインターフェース画面をすべての原点とする

この ページのデザインの特WEB
徴は、従来のようにメニューが左側

に置かれていない方式であり、いき

なり顧客がが見たらほしくなるものの

イメージを示し、その下に「それは、

何をするために、どう使えるか、他と

どう違うかの差」示す デザインWEB
になっている。

これは、このようなものが欲しいとう

いうメニューからアプローチする

ケースと異なった顧客アプローチの

やり方を示している。

　従って、従来のようにメニューから

顧客が入る、 画面と共存するWEB
ことは、言うまでもない。

（Ｃ） 　 　michihiko Esaki 2000/930　　　　　　　　　　　　　　

①

②

③

④

⑤

ここをクリック



図表２ 自律性のある製品/サ-ビス企画創出と改善活動のフローチャート ＊ＱＲ/ＷＥＣＱＤＲフローチャート     （「作れば売れる時代」から、「見ると欲しくなる、見せると欲しくなる時代」へのパラダイム変換を実現する）  
 

 



図表３： 図表２の目的と手段の関係を示すPMD 

 

ために

ために

ために

ために

ために

図表２のフローチャートの中に図表１に示す「見ると欲しくなる、見せると欲しくなる」顧客とのインターフェースをアウトプットとして位置付けるよ

うに、位置付ける

自律性のある製品、サービスの企画創出と改善をせざるを得ないようにする

「作れば売れる時代」から「見ると欲しくなる、見せると欲しくなる」もの、サービスを提供して、はじめて生き残れる時代に対処する

図表１に示す説明を「充分にできるようににすること」と図表１の④に示す「顧客の信頼を得るための手段として、顧客の声、提案とクレームに対

する対処情報を、外部に見えるようにして」公開する

図表２に示す「自律性のある製品／サービスの企画創出と改善活動のフローチャート」を組織内で承認、実施する

社内、組織内で、上記の内容の説明を充分できるようなビジネスフローチャートにもとづき、業務を進めざるを得ないようにする

 
図表４ ＤＴＣＮ／ＤＴＣトレード・ワークシートの例 



図表５ いくつかの作業画面をコンピュータ画面上で比較したり、入れ替え、手直し、結合をするために便利な「知識を知恵にかえる机空間」 
 

情報、知識を知恵にかえる机空間 
（仮称）情場デスク JO-JO Desk 

知識を知恵にかえる机空間 
 
朝日大学・ソフトピアチーム考案 
協力：岐阜コンピュータ、内田洋行 
© 2000-８-30 担当：江崎通彦 

実用新案、特許申請中 
木製と金属製の2種類がある

液晶画面は、８画面でも４画面で
も、２画面式でも選べる。 
 
４画面のときは、上のスライド式
本棚を 2段にすることができる。
画面は、左右連続画面にもできる
るし、何ページにもわたる長い文
章を広げてみえるようにもでき
る。 
 
また、たくさんのインターネット
画面を立ち上げることができる。

 

液晶画面は吊り下げられている
ので机の面積は奥まで使え、広く
使える 

棚板の厚さをきわめて薄くして
あるので、A4のファイルが 2段
収納できる。 
 
なおこの棚にはローラーがつけ
られているので、手元に引き出し
たり、奥のほうへ押し込んで収納
が可能なので、机下のスペースの
有効利用ができる。 
 
このほか、机の下には脇机ワゴン
も入るので、それを引き出して、
脇机スペースを作ることもでき
る 

この机の上には、荒い金属網が張ってあ
りフックを自由に吊り下げることがで
き、小物を吊り下げたり、その上におく
ことができるので、ものが一目瞭然で見
え、便利 

サイドボードには、

メモなどを貼り付け
ることができる 

A4サイズのファイルが入る２重スライ
ド式本棚 
 

20wｘ２インバーター蛍光灯なので、目
が疲れない（特に、50歳以上の人向け）

ここに A3サイズまで写せる書画がカメ
ラが取り付けられれので、図面やものを
見ながら、指差しながら、打合せができ
る 

A4サイズの書類置き場、これも吊り下
げ方のため、机面を広く使える。 
棚板は薄く作ってある。 

ここに小型テレビカメラを取り付けら
れるので、視線の合うテレビ電話ができ
る。 
従って、相手と気持ちの通じた会話がで
きる（実用新案） 

標準の高さは６８センチでキーボード
をたたく姿勢で疲れない。 
しかし、座高にあわせて高さは調節可能

標準幅は１８０センチ。 幅は特注サイズ可能

車つきでも、車なしでも選
べる。 
車なしのときは高さが１
８０センチが標準、オプシ
ョン高さは可能 車つきコンピューター台とコンピ

ューター 

コンピューターには 
知識を知恵にかえる方法のソフトが
組み込むこともできる 



 

 

・・を・・する

TRIZで最適化されるアイデア

機能表現がぶつかり合うレベル

最小限の形容詞、副詞（句、節）の

ついた実現したい機能表現

過去の特許を整理する

ＴＲＩＺ表を利用する

フラップつき翼を持つ

空気抵抗を少なくする 翼面加重を小さくする

早く飛び、遅い速度で、

安全に離着陸する

・・を・・する

ために

図表６　TRIZのPMD（Purpose Measure Diagram：目的手段ダイヤグラム)

TRIZの統合マトリックス表

過去の特許情報（知識）

括弧内記入は、具体例

Ｃ、ＩＮＳＰＥＣＴＩＯＮ、ＱＡ、 の関係）QI
C、 をステップリストの落ちのない４つの箱に入れると次のような位置

図表７
ステップリストの枠に夜手順と品質管理要素の割り付け（Ｑ

  
 
QA Inspection Q、 づけになる。

アウトプット

項　目 事前保証活動 項　目 事後

インプット

      Insp

全体の品質確保のため、この２つの保証条件を品質確保面と費用面

最適化するのがＱＣ といえる。(Quality Control)

の２面から

図表８
ステップリストのインプットとアウトプットの関係に
（借方・貸方）の表現を左右逆にして対応させたもの

保証活動

ection
インプット

Production
アウトプット

Qa

 Quality Assurance 

（保証条件） QA 

 Quality Assurance

（保証条件）

 

会計の仕訳の区分

落ちの手順を創る
ステップリストの
インプット・
アウトプットの
関係表示

会計の借方・貸方の
従来表現を左右逆に
して、インプット・
アウトプットの順序に
合わせた表現
（内容は不変）
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